
首
里
城
の
南
側
に
位
置
す
る
首
里
三
箇
は
、水
量
豊
富
な
地
と
し
て
、

酒
造
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
井
泉（
カ
ー・ヒ
ー
ジャ
ー
）や
水
に
ま
つ
わ
る
御
嶽
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
ヒ
ジ
ガ
ー
ビ
ラ
ま
ー
い
」ル
ー
ト
を
歩
き
な
が
ら
、三
箇
の
香
り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

首
里
三
箇
探
訪

"
崎
山
樋
川（
さ
き
や
ま
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

国
王
へ
献

上
す
る
若
水

が
汲
ま
れ
た

井
泉
の
ひ
と

つ
。巳
の
方
角

（
南
束
南
）が

吉
方
の
年
の

元
旦
に
献
上

さ
れ
ま
し
た
。

#
崎
山
御
嶽（
さ
き
や
ま
う
た
き
）
　

崎
山
町
の
御
嶽
。

波
上
宮
を
建
設
し
た

崎
山
里
主
の
住
居
跡

を
、死
後
そ
の
徳
を

称
え
て
御
嶽
と
し
た

と
言
わ
れ
ま
す
。拝

殿
は
石
造
り
の
ア
ー

チ
門
で
し
た
が
沖
縄

戦
で
破
壊
さ
れ
た
た

め
、現
在
で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。

$
雨
乞
御
嶽（
あ
ま
ご
い
う
た
き
）

　

か
ん
ば
つ
の
際
、国
王

自
ら
神
女
と
共
に
雨
乞
い

の
儀
礼
を
行
な
っ
た
場
所

で
、石
垣
で
丸
く
囲
ま
れ

た
聖
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

御
嶽
周
辺
は
眺
望
も
良
く
、

か
つ
て
は「
首
里
八
景
」と

し
て
も
讃
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

%
御
茶
屋
御
殿（
ウ
チ
ャ
ヤ
ウ
ド
ゥ
ン
）の
石
造
獅
子

　

御
茶
屋
御
殿
の
一
角

に
あ
っ
た
獅
子
。火
難

を
も
た
ら
す
と
考
え

ら
れ
た
八
重
瀬
岳（
八

重
瀬
町
富
盛
）に
向
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。崖

崩
れ
の
恐
れ
が
生
じ

た
の
で
現
在
の
場
所

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

(
弁
ヶ
嶽（
べ
ん
が
だ
け
）

　

弁
ヶ
嶽
は
、那
覇
市
で
最
も
高
い
場
所（
一
六
五
・
七

メ
ー
ト
ル
）に

あ
る
国
王
の
祈

願
所
。大
小
二

つ
の
拝
殿
が
あ

り
、大
嶽
は
久
高

島
、小
嶽
は
斎

場
御
嶽（
せ
ー

ふ
ぁ
う
た
き
）

へ
の
遥
拝
所
と

し
て
神
聖
な
御

嶽
で
し
た
。現

在
、鳥
堀
町
の

自
治
会
が
清
掃

や
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

&
儀
間
真
常（
ぎ
ま
し
ん
じ
ょ
う
）の
墓

　

儀
間
真
常
は
、沖
縄
で

サ
ツ
マ
イ
モ
や
砂
糖
の

栽
培
、製
造
法
の
普
及
と

い
っ
た
沖
縄
産
業
の
振

興
に
尽
力
し
た
人
物
。墓

は
那
覇
住
吉
町
に
あ
り

ま
し
た
が
、戦
後
、一
帯

が
米
軍
港
と
な
っ
た
た

め
、崎
山
の
地
へ
移
転
し

て
き
ま
し
た
。

'
ヒ
ジ
ガ
ー
ビ
ラ
、ヒ
ジ
ガ
ー
橋

　
ヒ
ジ
ガ
ー
ビ
ラ
は
首

里
か
ら
南
部
へ
い
く

王
国
時
代
の
主
要
路

の
ひ
と
つ
。琉
球
石
灰

岩
の
石
畳
道
が
残
さ

れ
て
お
り
、往
時
は
道

の
両
側
に
松
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ヒ
ジ
ガ
ー
橋
は
一

七
三
三
年
頃
に
造
ら
れ

た
石
橋
で
、金
城
ダ
ム

の
開
発
の
際
に
は
こ

の
石
橋
を
回
避
す
る
形
で
二
つ
の
貯
水
池
が
造
ら
れ
ま

し
た
。

御
茶
屋
御
殿（
ウ
チ
ャ
ヤ
ウ
ド
ゥ
ン
）

　

御
茶
屋
御
殿
は
一
六
七
七
年
に
造
営
さ
れ
、

一
六
八
三
年
に
渡
来
し
た
中
国
の
使
者
・
冊
封
使

汪
楫（
さ
っ
ぽ
う
し
お
う
し
ゅ
う
）に
よ
っ
て「
東

苑
」と
中
国
名
を
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。識
名
園

（
南
苑
）と
共
に
、冊
封
使
や
薩
摩
の
在
番
奉
行
な

ど
の
歓
待
に
利
用
さ
れ
た
施
設
で
、風
光
明
媚
な

地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、多
く
の
文
章
・
漢
詩
・
琉

歌
・
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、琉
球
国
王

が
遊
覧
し
た
際
に
は
、管
弦
の
宴
な
ど
が
催
さ
れ
、

茶
の
湯
、立
花
、囲
碁
、音
楽
、舞
踊
、武
芸
な
ど
、

文
化
の
発
信
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。沖
縄
戦
の
時

に
建
物
は
爆
風
で
飛
ば
さ
れ
、一
九
四
九
年
に
は

現
在
の
首
里
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
九
九
七
年
、御
茶
屋
御
殿
の
復
元
保
存
を
目

的
に
、市
民
の
有
志
に
よ
り
御
茶
屋
御
殿
復
元
期

成
会
が
結
成
。復
元
の
事
業
化
に
向
け
要
請
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
復
元
は
民
間
団
体
だ
け

で
な
く
、行
政
側
の
協
力
が
重
要
。行
政
と
も
手

を
取
り
合
っ
て
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
宮
里

朝
光
会
長
。「
識
名
園
に
比
べ
た
ら
小
振
り
だ
が
、

文
化
芸
能
の
奨
励
と
い
う
点
で
は
重
要
な
場
所
。

復
元
後
の
活
用
に
つ
い
て
も
多
く
の
方
と
知
恵

を
絞
っ
て
検
討
し
た
い
」と
、広
が
る
夢
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

)
赤
田
の
み
る
く
ウ
ン
ケ
ー

　

赤
田
の
み
る
く
ウ
ン
ケ
ー
は
旧
暦
七
月
十
五
日
に
家

庭
円
満
、無
病
息
災
を
祈
願
し
、弥
勒
が
赤
田
町
内
を
ス

ネ
ー
イ（
行
列
）す
る
伝
統
行
事
で
す
。か
つ
て
は
み
る

く
石
川
家（
)
）か
ら
出
発
し
て
い
た
そ
う
で
す
。わ
ら

べ
歌「
赤
田
首
里
殿
内
」に
歌
わ
れ
る
ほ
ど
親
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
が
、昭
和
初
期
に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。一
九

九
二
年
の
首
里
城
復
元
を
契
機
に
、古
老
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
等
を
経
て
、一
九
九
四
年
、約
六
十
年
ぶ
り
に

復
興
さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
田
の
み
る
く
は
、頭
か
ら
被
る
面
を
付
け
、振
る
と

鳴
る
錫
杖
と
唐
靴
の
身
な
り
に
、路
次
楽
を
率
い
て
行
列

す
る
点
な
ど
、他
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。現
在
は
旧
盆
前
後
の
日
曜
に
盆
踊
り
と
連
携
し
て
行

わ
れ
ま
す
。ス
ネ
ー
イ
に
は
多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、

沿
道
に
は
路
次
楽
に
誘
わ
れ
た
近
隣
の
人
々
や
観
光
客

が
み
る
く
の
恩
恵
を
受
け
よ
う
と
集
ま
り
ま
す
。

　

赤
田
の
み
る
く
ウ
ン
ケ
ー
実
行
委
員
会
の
照
屋
寛
孝

会
長
と
復
興
に

携
わ
っ
た
友
寄

賢
吉
さ
ん
は「
み

る
く
ウ
ン
ケ
ー

は
町
民
の
誇
り

で
あ
り
、担
い
手

の
子
ど
も
達
の

た
め
に
も
様
々

な
場
所
で
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

!
継
世
門（
け
い
せ
い
も
ん
）

　

首
里
城
の
東
側
外
郭
の
門

で
一
九
九
八
年
に
復
元
。赤

田
に
面
し
て
い
た
こ
と
か
ら

「
赤
田
御
門（
ウ
ジ
ョ
ウ
）」と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

照屋寛孝さん友寄賢吉さん

戦前の御茶屋御殿（沖縄県立図書館所蔵）

みるくの恩恵を受ける親子（赤田のみるくウンケー実行委員会提供）

崎山公園の植樹祭

ヒジガー橋ヒジガー橋

崎山公園からの眺望

首里城首里城

県立芸術大学県立芸術大学

首里公民館首里公民館
首里支所首里支所

県立芸術大学県立芸術大学

首里駅首里駅

円覚寺跡円覚寺跡

!継世門!継世門

崎山樋川"崎山樋川" 崎山馬場跡
崎山馬場跡

大門路
大門路

御茶屋ヌ坂
御茶屋ヌ坂

石
平
石
平

大
門
坂
大
門
坂

)みるく石川家)みるく石川家

　*
弁ヶ嶽
　(
弁ヶ嶽

弁ヶ嶽公園

#崎山御嶽#崎山御嶽
末衛増嶽（しーましたき）末衛増嶽（しーましたき）

赤田寒水川赤田寒水川
添継御門之北之碑門添継御門之北之碑門

添継御門の南のひのもん添継御門の南のひのもん

大嶽大嶽

小嶽小嶽

$雨乞御嶽$雨乞御嶽

儀間真常の墓&儀間真常の墓&

御茶屋御殿跡御茶屋御殿跡

ヒジガービラ'ヒジガービラ'

ヒジガーヒジガー

ヒジガー橋及び取り付け道路ヒジガー橋及び取り付け道路

%御茶屋御殿の
　石造獅子
%御茶屋御殿の
　石造獅子

弁財天堂弁財天堂
円鑑池円鑑池

園比屋武御嶽園比屋武御嶽
守礼門守礼門

フトゥキヌヒラフトゥキヌヒラ 崎山遺跡崎山遺跡

崎山公園崎山公園

国吉比屋の墓国吉比屋の墓

ハルガ－ハルガ－

亀甲墓亀甲墓

内金城嶽内金城嶽
金城の大アカギ金城の大アカギ

石畳入口石畳入口

県立芸大前県立芸大前

首里支所前首里支所前

鳥堀1鳥堀1

鳥堀鳥堀

金城町金城町

龍潭龍潭

首里城公園首里城公園

上の毛公園上の毛公園
達磨寺達磨寺

咲元酒造咲元酒造

識名酒造識名酒造

瑞泉酒造瑞泉酒造

首里殿内跡（現赤田クラブ）首里殿内跡（現赤田クラブ）

鳥堀村学校所跡鳥堀村学校所跡 梵字炉跡梵字炉跡

鳥堀瓦窯跡鳥堀瓦窯跡

カリヤーウマイー跡カリヤーウマイー跡

按司ガン跡（現鳥堀町公民館）按司ガン跡（現鳥堀町公民館）

赤田村学校所跡赤田村学校所跡
崎山村学校所跡崎山村学校所跡

ウサンシチ跡
（現崎山町公民館）
ウサンシチ跡
（現崎山町公民館）

国王頌徳碑
（かたのはなの碑）
国王頌徳碑
（かたのはなの碑）

金城ダム金城ダム

城西小学校城西小学校

城南小学校城南小学校

首里カトリック教会首里カトリック教会

カラヤーガーカラヤーガー

渡嘉敷ペークーの墓渡嘉敷ペークーの墓

大橋大橋

下原橋
（シチャーラ橋）
下原橋
（シチャーラ橋）

メーチンジャーガーメーチンジャーガー

御待所跡御待所跡

赤田マチ跡赤田マチ跡

ウチャヌクムイ跡ウチャヌクムイ跡 チュンナー瀬小チュンナー瀬小

大角座大角座

下
原
坂
下
原
坂

真
珠
道

真
珠
道

ヒ
ジ
ガ
ー
ビ
ラ
ま
ー
い
ル
ー
ト

ヒ
ジ
ガ
ー
ビ
ラ
ま
ー
い
ル
ー
ト

ウフジョー
バンダ
ウフジョー
バンダ

寺小の前

■
崎
山
公
園

　

崎
山
公
園
は
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
御
嶽
や

樋
川
な
ど
が
立
地
す
る
公
園
で
す
。高
台
か
ら
の
眺
望

も
良
く
、地
域
住
民
に
よ
る
植
樹
祭
が
行
れ
る
な
ど
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
歴
史
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
公
園

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
植
樹
祭
で
は
、沖
縄
県
緑
化
推
進
委
員
会
の「
緑
の
募

金
」が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

寺小の前

首
里
殿
内
小
路

首
里
殿
内
小
路

碑門の前

碑門の前

弁ヶ嶽参詣道

弁ヶ嶽参詣道

宮里朝光さん

崎山公園からの眺望

弁ヶ嶽公園

弁ヶ嶽公園弁ヶ嶽公園
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